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しめ縄を作ったよ
12月7日（金）、春日小学校児童が、貝原棚田
での米作り体験活動の最後として、しめ縄作り
を行いました。



2019. 1  Public Information IBIGAWA 2

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
町
民
の
皆
様
に
は
、
平
成
31
年
の
新
春

を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
は
町
政
に
対
し
ま
し
て
、
格

別
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、２
０
１
８
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

「
数
十
年
に
一
度
」「
記
録
的
な
」
と
形
容
さ

れ
る
ほ
ど
の
災
害
や
、
異
常
気
象
が
頻
発
し

た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

２
月
の
北
陸
地
方
に
お
け
る
記
録
的
な
大

雪
か
ら
始
ま
り
、
６
月
の
大
阪
北
部
に
お
け

る
震
度
６
弱
の
直
下
型
地
震
、
７
月
の
記
録

的
な
豪
雨
、
夏
の
記
録
的
な
猛
暑
、
９
月
の

強
烈
な
台
風
と
北
海
道
胆
振
地
方
東
部
で
発

生
し
た
、
最
大
震
度
７
と
い
う
大
き
な
地
震

な
ど
、
次
々
と
発
生
す
る
災
害
に
、
改
め
て

自
然
の
脅
威
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、
災
害

に
対
す
る
備
え
の
重
要
性
を
再
認
識
い
た
し

ま
し
た
。

当
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
特
に
夏
の
猛
暑

に
対
し
、
繰
り
返
し
熱
中
症
予
防
を
呼
び
か

け
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
で
快

適
な
学
習
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
一
部
の

学
校
で
空
調
設
備
の
改
修
工
事
を
実
施
し
、

今
年
の
夏
ま
で
に
は
、
全
て
の
学
校
の
空
調

設
備
の
改
修
を
完
了
す
る
よ
う
最
優
先
課
題

と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
長
時
間
の
停
電
や
断
水
被
害
を
も

た
ら
し
た
台
風
災
害
に
つ
き
ま
し
て
も
、
病

院
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
関
わ
る
施
設
を
優
先

的
に
復
旧
す
る
こ
と
、
復
旧
作
業
の
支
障
と

な
る
倒
木
な
ど
の
除
去
作
業
に
お
け
る
協
力

体
制
な
ど
、
停
電
の
早
期
復
旧
に
向
け
た
対

応
方
針
に
つ
い
て
、
中
部
電
力
を
含
め
協
議

を
行
い
ま
し
た
が
、
今
後
も
常
に
見
直
し
を

行
い
、
改
善
・
改
良
・
工
夫
を
し
な
が
ら
、

減
災
・
危
機
管
理
対
応
力
の
強
化
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
過
去

の
常
識
に
と
ら
わ
れ
ず「
正
し
い
知
識
の
習

得
」「
最
新
情
報
の
入
手
」「
早
め
行
動
」
を

心
が
け
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け

る
自
主
防
災
組
織
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強

化
を
図
ら
れ
ま
す
よ
う
、お
願
い
い
た
し
ま
す
。

災
害
だ
け
で
な
く
、
揖
斐
川
町
を
取
り
巻

く
社
会
情
勢
に
つ
い
て
も
、
少
子
高
齢
化
や

人
口
減
少
、
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
過
疎
化
の

進
展
や
地
域
活
力
の
低
下
な
ど
、
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
時

だ
か
ら
こ
そ
、様
々
な
地
域
課
題
に
対
し
て
、

行
政
だ
け
で
な
く
町
民
の
皆
様
と
一
緒
に

な
っ
て
知
恵
を
出
し
、
共
に
取
り
組
み
、
行

動
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
揖
斐
川
町
の
も
つ
資
源

等
を
見
直
し
、
新
た
な
付
加
価
値
を
つ
け
る

こ
と
に
よ
り
、
国
内
外
か
ら
誘
客
、
交
流
人

口
の
増
加
、
産
業
の
活
性
化
に
繋
が
る
取
り

組
み
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、「
谷
汲
さ
ん
」
の
愛

称
で
親
し
ま
れ
て
い
る「
谷
汲
山
華
厳
寺
」

は
、
日
本
最
古
の
巡
礼
路
と
さ
れ
る「
西
国

三
十
三
所
巡
礼
」
の
第
33
番
札
所
満
願
霊
場

と
し
て
名
高
い
寺
院
で
あ
り
、
昨
年
は
草
創

１
３
０
０
年
を
迎
え
ま
し
た
。

現
在
、
更
な
る
魅
力
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め

に
、
西
国
三
十
三
所
観
音
巡
礼
の
日
本
遺
産

登
録
に
向
け
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
体
と

な
っ
て
事
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
豊
か
な
河
川
環
境
の
有
効
活
用
を

進
め
る
た
め
に
、
岐
阜
県
が
管
理
す
る
粕
川

に
お
き
ま
し
て
、
瑞
巌
寺
の
粕
川
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
両
岸
の
一
部
区
域
、
約

２
万
５
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
、
美
濃
地
方
で

初
め
て「
都
市
・
地
域
再
生
等
利
用
区
域
」

に
指
定
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
周
辺
は
既
に
、
粕
川
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
や
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
、
河
川
空
間
を
利
用

し
た
公
園
な
ど
が
あ
り
、
年
間
を
通
し
て
多

く
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、
大
変
賑
わ
っ

て
お
り
ま
す
が
、
今
回
指
定
を
受
け
た
こ
と

で
、
河
川
区
域
内
で
民
間
事
業
者
に
よ
る
イ

ベ
ン
ト
や
、
飲
食
店
経
営
な
ど
の
営
利
活
動

を
常
時
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
や
関
係
者
の
皆

さ
ん
と
連
携
し
な
が
ら
、
よ
り
一
層
魅
力
の

あ
る
賑
わ
い
の
場
の
創
出
と
、
地
域
の
活
性

化
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
指
定
区
域
の
活
用
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

更
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
自
主
的
活
動
を

平
成
31
年  

新
年
の
ご
挨
拶

揖
斐
川
町
長

富
田
和
弘
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支
援
す
る
た
め
の「
小
さ
な
一
歩
応
援
事
業
」

も
行
っ
て
お
り
、
平
成
30
年
度
に
お
き
ま
し

て
は
、４
団
体
の
事
業
を
採
択
い
た
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
各
団
体
の
取
り
組
み
を
、
一
人

で
も
多
く
の
町
民
の
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ

き
、
そ
の
活
動
を
お
互
い
に
応
援
す
る
こ
と

に
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
輪
が
広
が
り
、

町
の
元
気
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
の

積
極
的
な
事
業
活
用
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
５
月
の
改
元
に
伴
い
ま
し
て
、
新
た

な
時
代
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
が
、「
ま

ち
づ
く
り
未
来
セ
ン
タ
ー
会
議
」
な
ど
、
住

民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
進
め
る
ま
ち

づ
く
り
や
、
次
世
代
を
担
っ
て
い
く「
子
ど

も
達
の
た
め
の
未
来
投
資
」
を
行
っ
て
い
く

こ
と
が
、「
こ
の
町
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」

と
実
感
で
き
る
ま
ち
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も

の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

揖
斐
川
町
が
目
指
す
ま
ち
の
将
来
像「
自

然
健
幸
の
ま
ち　
い
び
が
わ
」
の
実
現
の
た

め
、
ど
う
か
本
年
も
、
町
政
に
対
す
る
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
と
、ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が

町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
良
い
一
年
で
あ
り
ま

す
こ
と
を
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。町

民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か

し
い
平
成
31
年
の
新
春
を
お
健
や
か
に
お
迎

え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
日
頃
よ
り
、
町
政
発
展
の
た

め
に
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
、
福
井
県
池
田
町
と
揖
斐

川
町
を
結
ぶ
国
道
４
１
７
号「
鶴
見
バ
イ
パ

ス
」
の
開
通
、
国
道
３
０
３
号
横
山
バ
イ
パ

ス
整
備
に
お
い
て「（
仮
称
）鉄
嶺
ト
ン
ネ
ル
」

の
ト
ン
ネ
ル
掘
削
着
手
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
市
と
の
マ
ラ
ソ
ン
等
を
通

じ
た
交
流
の
30
周
年
記
念
、
久
瀬
振
興
事
務

所
の
竣
工
な
ど
、
様
々
な
事
業
や
施
策
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
町
民
の
皆
様
と
町
が
協
力
し
て
、

町
の
課
題
や
将
来
を
み
ん
な
で
考
え
る「
い

び
が
わ
未
来
セ
ン
タ
ー
会
議
」
が
昨
年
に
引

き
続
き
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
住

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
揖
斐
川
町
の
未
来
の

ま
ち
づ
く
り
像
を
描
く
と
い
う
事
業
で
あ

り
、
そ
の
取
り
組
み
が
大
い
に
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

一
方
で
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人

口
の
減
少
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
る

農
林
業
、
商
業
の
担
い
手
不
足
と
賑
わ
い
の

衰
退
、
魅
力
あ
る
雇
用
の
場
の
確
保
、
環
境

問
題
へ
の
取
り
組
み
な
ど
喫
緊
の
課
題
も
多

く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
昨
年
も
９
月
の
北
海
道
胆
振
東

部
地
震
を
は
じ
め
、
全
国
で
多
く
の
自
然
災

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。本
町
に
お
い
て
も
、

７
月
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
、
９
月
の
台
風

21
号
に
よ
る
大
規
模
停
電
が
発
生
し
ま
し

た
。こ
れ
ら
の
災
害
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

ま
す
ま
す
防
災
力
強
化
の
必
要
性
を
感
じ
た

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。減
災
に
向
け
た「
自

助
」・「
共
助
」・「
公
助
」
の
体
制
を
強
化
し
、

実
効
性
の
高
い
地
域
防
災
力
の
向
上
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

揖
斐
川
町
議
会
で
は
、
議
会
内
に
議
会
改

革
、
公
共
交
通
、
基
盤
整
備
、
海
外
戦
略
な

ど
の
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
よ
り
開
か
れ

た
議
会
、
活
性
化
し
た
議
会
改
革
の
推
進
、

養
老
鉄
道
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・
樽
見
鉄

道
な
ど
を
合
わ
せ
た
公
共
交
通
の
再
生
、
冠

山
峠
道
路
の
早
期
完
成
、
鉄
嶺
ト
ン
ネ
ル
、

都
市
計
画
道
路
な
ど
の
事
業
推
進
、
海
外
か

ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
推
進
等
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

近
年
は
、
地
方
分
権
の
進
展
に
よ
り
、
住

民
に
身
近
な
存
在
で
あ
る
議
会
と
そ
の
議
員

の
果
た
す
べ
き
役
割
や
責
務
は
、
ま
す
ま
す

増
大
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

議
会
の
役
割
は
、
予
算
案
な
ど
の
議
決
の

み
で
は
な
く
、
地
域
の
実
情
、
住
民
の
皆
様

の
声
を
行
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。町

民
の
代
表
で
あ
る
議
会
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
執
行
機
関
と
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し

な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
町
民
の
皆

様
で
あ
る
こ
と
を
第
一
に
、
揖
斐
川
町
第
二

次
総
合
計
画
に
定
め
る
ま
ち
の
将
来
像「
自

然
健
幸
の
ま
ち　
い
び
が
わ
」
の
実
現
に
向

け
て
、
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

年
頭
に
当
た
り
、
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご

多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
町
議
会
へ
の
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

揖
斐
川
町
議
会
議
長

成
瀬
雅
弘
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全国、そして海外からも、およそ8,900人のランナーが集まり、紅葉真っ
盛りの揖斐川沿いを駆け抜けました。
同日開催された「谷汲もみじまつり」や、ランナーの家族や友人にも人気の

「いびがわウォーキング」も大勢の方が参加し、来場者は3万人を越えました。
ランナーからは、紅葉で彩られた山々と清流揖斐川の美しさ、心のこもっ
たボランティアのサポート、小さな子から年輩の方まで町をあげての応援に、
感動と感謝の声が続々と届いています。
あらためまして、無事に大会を終えましたことに感謝いたします。地域の
皆さま、ありがとうございました。

①～⑤
応援やボランティアな
ど子供からお年寄りまで
町ぐるみで大会を支えま
した

⑥
３年ぶりに帰ってきた
高橋尚子さんをはじめ、
ゲストの皆さんが大会を
盛り上げてくださいまし
た

⑦
1,200人が３キロのウォー

キングを楽しみました

⑧
毎年盛り上がるお茶目
大賞に今年も４組が選ば
れました

▼今大会出場者最高齢90歳の中村さんと
　応援犬タロウの絵本作者で揖斐川町出身の坪井さんに
　よる選手宣誓

～晴天に恵まれた31回大会～
いびがわマラソン2018が、11月11日（日）に
盛大に開催されました

①

④

⑤

②

⑥

③

⑦

⑧
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32nd 　　　2019
2019 11/10　　開催決定

◆男子フル（76名）
瀬川　　駿（白樫）	 今村　芳隆（清水）	 高橋　千秋（乙原）	 牧村　哲男（新宮）	 林　　彪斗（若松）	 松久　康弘（新宮）	
野原　隆広（𦙾永）	 牧村　英充（𦙾永）	 林　　泰孝（志津山）	 廣瀬　　誠（北方）	 山田　勝則（𦙾永）	 富田　純也（房島）	
増田　勝博（小谷）	 坪井　信親（三輪）	 竹中　康志（北方）	 小森　健司（小野）	 小寺　康仁（志津山）	 髙橋　透生（上南方）	
安藤　恭廣（小島）	 森　　正樹（和田）	 伊藤　昭文（三輪）	 山本　浩司（三輪）	 杉本　慎治（乙原）	 内藤　成勅（市場）	
細野　　真（上ミ野）	 兼山　　剛（坂内坂本）	 鈴木　孝栄（上野）	 橋本　清誠（極楽寺）	 宇佐美拓也（市場）	 小森　　清（三輪）	
高橋　達弥（北方）	 松久　正樹（新宮）	 鈴木　啓志（谷汲深坂）	 窪田　伝昌（和田）	 小石三千秋（上野）	 窪田　有佑（下岡島）	
杉山　裕明（北方）	 井口　卓也（小島）	 平井　貴之（𦙾永）	 國枝　泰仁（小島）	 廣瀬　　啓（外津汲）	 河瀬　侑大（福島）	
清水　裕樹（東横山）	 安藤　展廣（小島）	 川北　雅大（坂内坂本）	 中村　勇太（下岡島）	 仲井　幸雄（谷汲神原）	 角守　良彦（和田）	
髙橋　　豊（𦙾永）	 細野　芳勝（上ミ野）	 森本　庄起（谷汲神原）	 國枝　誠樹（谷汲岐礼）	 石橋　大地（新宮）	 若園　敏朗（三輪）	
鷲見駿太朗（坂内坂本）	 小寺　博文（𦙾永）	 井口　義信（市場）	 細野　洋平（和田）	 坪井　秀行（三輪）	 成瀬　俊幸（上南方）	
内藤　重和（春日六合）	 川地　　悟（三輪）	 横山　陽一（谷汲徳積）	 高橋　一滋（小島）	 雨宮　雄太（坂内坂本）	 宗宮　良太（房島）	
髙野　和臣（房島）	 窪田　高広（岡）	 所　　幸孝（三輪）	 細野　康隆（和田）	 宗宮　正明（房島）	 小寺桂一郎（小島）	
小岩　大輝（上野）	 細野　道秋（和田）	 細野　浩司（三輪）	 清水　弘樹（上南方）	

◆女子フル（14名）
野原　麻衣（𦙾永）	 成瀬　純子（和田）	 山本真理子（三輪）	 坪井　美奈（𦙾永）	 平井　律子（三輪）	 小森　和恵（大光寺）	
折戸　　瞳（北方）	 宗宮　奈美（房島）	 坪井　里美（𦙾永）	 澤野　麻美（三輪）	 山本千恵子（三輪）	 今西　範美（北方）	
高橋　寿子（日坂）	 田原　美鶴（小谷）

◆男子ハーフ（201名）
小寺　瑛大（春日川合）	 森本偉生希（北方）	 村瀬　彪流（東横山）	 香田　　陸（上南方）	 安藤　大明（𦙾永）	 松浦　啓斗（北方）	
髙田　清隆（黒田）	 増田　隆大（小谷）	 細野　泰暉（北方）	 瀬川　正樹（上野）	 長尾　響祐（岡）	 髙橋　　剛（小島）	
窪田　尚幸（和田）	 国枝　建太（三輪）	 吉村　知也（島）	 山川　翔大（三輪）	 伊藤　大起（三輪）	 宮川　陽太（三輪）	
富田　顕旨（三輪）	 髙崎　文成（三輪）	 藤内　崇史（市場）	 小椋　英敏（上南方）	 鈴木　浩夫（新宮）	 所　　大樹（谷汲高科）	
長柄　陸人（三輪）	 小谷　幸寛（北方）	 宗宮　哲也（房島）	 坪井　保憲（𦙾永）	 安藤　賢樹（𦙾永）	 下里　修二（上南方）	
斉藤　　智（三輪）	 近岡　佳宗（上野）	 内藤　稔夫（市場）	 藤田　稜矢（市場）	 山之上雄翔（新宮）	 水野　史也（上野）	
渡邊　行洋（𦙾永）	 橋本　周三（極楽寺）	 栗田　栄作（北方）	 若原　正美（福島）	 松原　弘和（下岡島）	 若原　昭広（長良）	
片倉　久一（上南方）	 今村　浩樹（上南方）	 瀧澤　陽一（上南方）	 松井　　巧（𦙾永）	 小倉　武嗣（三輪）	 廣瀬　　快（外津汲）	
田中　伸幸（三輪）	 田宮　慶之（下岡島）	 髙橋　治彦（小島）	 小倉　達也（三輪）	 伊藤　祥汰（三輪）	 大野　晃司（清水）	
牧村　敏則（三輪）	 今村　　圭（上南方）	 水野　隆明（上野）	 神足　　健（上南方）	 中村　英洋（下岡島）	 中村　泰英（下岡島）	
高橋　芳信（三輪）	 大坪　信彦（三輪）	 小森　好晃（小野）	 林　　貞美（若松）	 竹中　丈晴（上野）	 小澤　直人（黒田）	
小川　桂市（三輪）	 大橋　太郎（𦙾永）	 坪井　貴喜（𦙾永）	 岩井　　健（黒田）	 坂下　健人（日坂）	 成瀬　慎司（上南方）	
木戸　康暉（上野）	 牧村　朋治（三輪）	 中村　　勲（下岡島）	 末永　英司（極楽寺）	 窪田　隆典（新宮）	 高橋　耕平（房島）	
堀部　秀治（極楽寺）	 中島　貴都（三輪）	 富田　聖也（上南方）	 松田　千彰（𦙾永）	 田中　郁雄（𦙾永）	 小倉　栄次（上南方）	
田中　良昌（𦙾永）	 坪井　重憲（下岡島）	 伊藤　　正（三輪）	 増田　慎也（小谷）	 中川　浩美（極楽寺）	 市川　昌公（清水）	
牧村　高尚（𦙾永）	 高野不二夫（三輪）	 藤原　弘樹（白樫）	 若山　英夫（小島）	 中原　圭珠（清水）	 窪田　一樹（𦙾永）	
長屋　彰宏（三輪）	 河瀬　康博（北方）	 藤原　賢直（春日六合）	 小寺　繁護（春日六合）	 細野　涼平（小島）	 赤土　雅紀（岡）	
清水　啓太（上野）	 牧村　裕一（三輪）	 富田　智之（房島）	 小嶋　聖司（北方）	 小岩　正寛（上野）	 古野　正夫（三輪）	
河瀬弘太郎（北方）	 井川　　崇（北方）	 細野　尭之（上ミ野）	 森　　康二（春日六合）	 増田　秀夫（小谷）	 大久保綾人（市場）	
山田　章人（三輪）	 小林　　樹（北方）	 森本　大介（北方）	 矢野　　崇（三倉）	 竹中　聖文（上野）	 高橋宏太朗（𦙾永）	
増田　義己（上野）	 久保田智也（三輪）	 富田　　誠（上野）	 矢野　　豊（黒田）	 小森　博之（上南方）	 森　　孔暉（春日六合）	
渡邊　真司（北方）	 細野　　工（上ミ野）	 髙橋　一嘉（北方）	 田村　　広（𦙾永）	 新川　隼司（市場）	 藤田　茂喜（𦙾永）	
牛嶋　　龍（三輪）	 窪田　新輝（和田）	 栗田　凌磨（三輪）	 高橋謙太郎（上南方）	 小寺　秀慶（小谷）	 浜田健一郎（房島）	
高橋　宏輝（白樫）	 河合　章弘（小島）	 森田　茂則（三輪）	 小寺　慶太（小谷）	 磯川　達也（志津山）	 宮川　大地（三輪）	
小森　慎也（上南方）	 児島　直人（島）	 澤　　英和（𦙾永）	 細野　晃大（和田）	 髙田　雅史（小島）	 小森　有志（上南方）	
細野　航暉（小島）	 吉野　　睦（三輪）	 坂本　　修（和田）	 小寺　義則（小島）	 加藤　槙吾（小島）	 川合　秀明（和田）	
白川　春樹（春日美束）	 小寺　勝利（東津汲）	 宇佐美秀雄（市場）	 野田　雅彦（三輪）	 宮部　勇秀（上南方）	 大西　良和（三輪）	
梅村　　潔（市場）	 中島　勝義（市場）	 小林　勝一（房島）	 村瀬　隼大（上野）	 橋本　辰夫（極楽寺）	 森本　彰徳（北方）	
河瀬　弘法（北方）	 髙橋虎之介（小島）	 高橋　康成（小島）	 高橋　立行（𦙾永）	 野原　康嗣（𦙾永）	 松原　　隆（小島）	
新川　道男（春日美束）	 井田　勝己（春日美束）	 成瀬　慶美（三輪）	 波賀野一琉（𦙾永）	 岡田　雄至（𦙾永）	 高橋　孝明（谷汲徳積）	
河瀬　清文（北方）	 渡邊　正明（岡）	 森田　裕哉（上南方）	 橋本　貴雄（極楽寺）	 窪田　英夫（岡）	 長谷川俊夫（上南方）	
松原　充幸（下岡島）	 河瀬九十九（北方）	 渡邊　浩二（上南方）	 藤田　章真（小島）	 竹尾　一幸（谷汲名礼）	 衣斐　功一（小島）	
宗宮　　郷（三輪）	 香田　洋孝（上南方）	 山本　幸一（谷汲岐礼）	 清水　龍司（上野）	 新川　勇夫（市場）	 土川　　裕（𦙾永）	
内藤　　孝（𦙾永）	 荻原　弘行（𦙾永）	 坪井　雅俊（清水）

◆女子ハーフ（78名）
小寺　育子（小島）	 松浦　会美（北方）	 堀　　亜希（島）	 香田　恵李（北方）	 野原　昭子（和田）	 河本いくみ（和田）	
上田　智美（房島）	 髙崎美佐代（三輪）	 小木曾　茜（北方）	 髙橋　香奈（谷汲徳積）	 浅野　里恵（島）	 後藤　由加（上南方）	
田宮　愛奈（下岡島）	 鈴木　由希（谷汲深坂）	 所　佑里恵（房島）	 高橋　千穂（谷汲名礼）	 折戸由加里（北方）	 宮川　久美（北方）	
鈴木　眞弓（上南方）	 矢野　祐絵（三倉）	 國枝　朋子（谷汲長瀬）	 衣斐　亜記（小島）	 成瀬由加里（三輪）	 宗宮　真美（房島）	
大橋　幸子（𦙾永）	 坂本　裕子（和田）	 御田村智子（上南方）	 小寺　紗織（東津汲）	 富田　一江（上野）	 石橋　友梨（新宮）	
富田　　愛（房島）	 渡邊　光代（北方）	 小寺　杏奈（東津汲）	 森田登士子（三輪）	 廣瀬　絢子（上南方）	 細野　杏美（上ミ野）	
細野真奈美（上ミ野）	 立川　喜代（上野）	 野原千恵子（𦙾永）	 小谷　実里（北方）	 高橋　美鈴（上南方）	 高橋　弘美（上南方）	
野原　瑠衣（福島）	 野原万由子（清水）	 國枝早余子（和田）	 井上華奈子（谷汲岐礼）	 土屋　美紀（上南方）	 関戸　伶奈（三輪）	
小川　美穂（白樫）	 髙田　麻衣（小島）	 河村　　光（北方）	 松尾　彩香（上南方）	 細野恵里奈（和田）	 増田　彩乃（小谷）	
内藤　萌子（市場）	 牧村　美鶴（𦙾永）	 伊東　香織（三輪）	 窪田加奈子（𦙾永）	 内藤　左子（瑞岩寺）	 渡邊真珠美（和田）	
小林　美樹（房島）	 仲井　智子（上南方）	 近藤なお子（黒田）	 河瀬　京子（北方）	 髙橋　美奈（小島）	 大野由理枝（長良）	
山本　裕加（三輪）	 野原　睦子（𦙾永）	 藤原あいみ（黒田）	 鈴木やよい（谷汲深坂）	 井上　美恵（黒田）	 朝田　紗矢（三輪）	
森本いずみ（北方）	 市川あずさ（三輪）	 岡田　魅奈（𦙾永）	 折戸　美紀（北方）	 国枝　誠子（三輪）	 小椋ますみ（日坂）

完走された揖斐川町の皆さん（昨年より14人増の369人！） 敬称略

SUN
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11
月
３
日（
土
）、
徳
山
ダ
ム
堤
体
工
事
の

際
に
伐
採
さ
れ
た
跡
地（
通
称「
コ
ア
山
」）

で
揖
斐
川
上
流
に
実
の
な
る
木
を
植
え
よ
う

大
作
戦
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
揖

斐
自
然
環
境
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
主
体
と
な
り
、

平
成
13
年
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で

あ
り
、
コ
ア
山
に
野
生
動
物
の
餌
と
な
る
実

の
な
る
木
を
植
栽
し
、
農
作
物
に
被
害
を
及

ぼ
し
て
い
る
野
生
動
物
を
本
来
の
生
息
地
に

呼
び
戻
す
こ
と
と
併
せ
て
、
水
源
地
域
の
保

全
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
も
多
く
の
地
域
住
民
の
参
加
が
あ

り
、
コ
ナ
ラ
、
オ
ニ
グ
ル
ミ
、
ト
チ
ノ
キ
な

ど
約
２
０
０
本
の
植
栽
を
行
い
、
自
然
と
の

触
れ
合
い
や
環
境
保
全
の
大
切
さ
を
学
習
し

ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
活
動
は
、「
清
流
の
国
ぎ
ふ

森
林
・
環
境
税
」
の
補
助
を
受
け
て
実
施
し

ま
し
た
。

11
月
７
日（
水
）
か
ら
12
日（
月
）
ま
で
の

６
日
間
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ユ
タ
州
セ
ン
ト

ジ
ョ
ー
ジ
市
か
ら
派
遣
団
が
来
日
し
ま
し

た
。
派
遣
団
は
、
10
月
に
行
わ
れ
た
セ
ン
ト

ジ
ョ
ー
ジ
マ
ラ
ソ
ン
の
成
績
優
秀
ラ
ン
ナ
ー

や
地
元
の
中
学
生
な
ど
総
勢
37
名
で
す
。
今

年
は
マ
ラ
ソ
ン
交
流
30
回
の
節
目
の
年
で
あ

り
、
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
市
の
パ
イ
ク
市
長
が

派
遣
団
の
団
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

招
待
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

に
出
場
し
た
３
人
は
い
ず
れ
も
入
賞
し
、
フ

ル
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
し
た
１
人
は
完
走
し
ま

し
た
。

揖
斐
川
町
滞
在
中
は
、
町
内
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
先
の
お
宅
で
日
本
文
化
に
触
れ
、
日
本

の
生
活
を
満
喫
し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
学
生

派
遣
団
の
皆
さ
ん
は
、
合
唱
交
流
会
に
て
、

生
徒
同
士
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

11
月
17
日（
土
）、
18
日（
日
）、
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
「
は
な
も
も
」、
Ｊ
Ａ
い
び
川
本

店
前
の
駐
車
場
で
、
町
内
の
新
鮮
で
美
味
し

い
農
産
物
や
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
紹
介
す
る
い
び
が
わ
産
業
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
揖
斐
川
町
、Ｊ
Ａ
い
び
川
、

商
工
会
、
揖
斐
郡
森
林
組
合
が
連
携
し
て
主

催
し
、
町
内
外
の
飲
食
店
や
商
店
、
農
家
な

ど
56
の
ブ
ー
ス
が
出
店
し
ま
し
た
。

揖
斐
高
校
の
生
徒
は
、
販
売
実
習
を
兼
ね

て「
揖
斐
高
シ
ョ
ッ
プ
」
を
出
店
し
、
手
作

り
の
ク
ッ
キ
ー
な
ど
を
販
売
し
、
好
評
で
し

た
。屋

外
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
が
行
わ
れ
、
会
場
に
訪
れ
た
人
は
足
を

止
め
て
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

11
月
23
日（
金
）、
揖
斐
川
町
役
場
を
発
着

と
し
た
、
第
14
回
秋
の
城
台
山
公
園
と
揖
斐

川
の
町
並
み
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
秋
の
城
台
山
の
自
然
と
ふ
れ
あ

い
、
心
身
の
健
康
を
保
持
増
進
す
る
と
と
も

に
、
江
戸
時
代
よ
り
城
下
町
と
し
て
栄
え
た

揖
斐
川
町
商
店
街
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
こ

と
を
目
的
に
始
ま
り
、
毎
年
、
地
元
地
区
や

揖
斐
川
町
商
工
会
、
城
台
山
を
守
る
会
な
ど

の
協
力
を
い
た
だ
き
開
催
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
、
全
長
約
７
㎞
の
コ
ー
ス
を
２

時
間
30
分
程
か
け
て
、
歴
史
民
俗
資
料
館
、

城
台
山
公
園
、
揖
斐
城
跡
、
一
心
寺
、
三
輪

神
社
な
ど
の
歴
史
に
触
れ
た
り
、
コ
ー
ス
の

途
中
で
提
供
さ
れ
た
い
び
茶
や
豚
汁
、
ほ
う

じ
茶
の
洋
菓
子
を
味
わ
っ
た
り
し
な
が
ら
、

豊
か
な
自
然
や
商
店
街
の
風
情
を
満
喫
し
ま

し
た
。

い
び
が
わ
産
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
開
催
し
ま
し
た

城
台
山
町
並
み
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
開
催
し
ま
し
た

揖
斐
川
上
流
に
実
の
な
る
木
を

植
え
よ
う
大
作
戦
を
開
催
し
ま
し
た

セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
市
と
交
流

を
行
い
ま
し
た

▲揖斐高ショップの様子

▲セントジョージ派遣団の皆さん

▲参加者との記念写真

▲城台山へ向けてウォーキングする参加者
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福
井
県
の
関
西
電
力
美
浜
原
子
力
発
電
所

で
の
事
故
を
想
定
し
た
原
子
力
防
災
訓
練
が

坂
内
地
域
と
揖
斐
川
健
康
広
場
を
中
心
に
行

わ
れ
、
坂
内
地
域
の
住
民
、
岐
阜
県
、
自
衛

隊
、
警
察
、
消
防
、
医
療
関
係
機
関
、
町
な

ど
約
７
０
０
人
が
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

坂
内
川
上
地
区
は
、
原
子
力
発
電
所
か
ら

半
径
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
域
で
、
国
が
定
め

る「
緊
急
時
防
護
措
置
準
備
区
域（
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）」

の
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
屋
内
退
避
や
、

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
配
布
・
服
用
、
一
時
移
転

の
避
難
、
避
難
先
で
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
訓

練
等
に
参
加
。
今
年
度
は
、
地
震
に
よ
る
土

砂
災
害
で
道
路
が
寸
断
さ
れ
、
孤
立
し
た
エ

リ
ア
に
住
民
が
取
り
残
さ
れ
る
と
い
う
複
合

的
な
災
害
想
定
も
加
わ
り
、
岐
阜
県
防
災
ヘ

リ
を
使
っ
て
避
難
す
る
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

11
月
27
日（
火
）、
清
水
小
学
校
の
５
年
生

16
人
が
、
揖
斐
川
尚
和
園
を
訪
れ
、
揖
斐
川

尚
和
園
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
尚
和
園
の

入
所
者
に
、「
ア
イ
ガ
モ
農
法
」
で
育
て
た

お
米
計
１
２
０
㎏
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

清
水
小
学
校
で
は
、
５
年
生
の
児
童
が
総

合
的
な
学
習
の
時
間
の
中
で
、
近
隣
農
家
の

協
力
を
得
て
、
田
植
え
か
ら
収
穫
、
脱
穀
ま

で
の
体
験
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

児
童
ら
は
、
自
作
の
パ
ネ
ル
な
ど
を
使
っ

て
、
ア
イ
ガ
モ
農
法
の
説
明
や
米
作
り
で
大

変
だ
っ
た
こ
と
な
ど
を
話
し
、
児
童
の
代
表

が
、「
み
ん
な
で
心
を
込
め
て
作
っ
た
お
米

を
食
べ
て
、
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
過
ご
し
て

く
だ
さ
い
。」
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
か

れ
た
米
袋
を
入
所
者
に
手
渡
し
ま
し
た
。

入
所
者
か
ら
も
お
礼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
飾

り
な
ど
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
手
渡
し
、
児
童
へ

の
感
謝
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

自 衛 官 等 募 集 案 内
募集種目 受験資格 受付期間 試験期日 合格発表

一般幹部
候補生

22歳以上26歳未満の者
修士課程修了者等は
28歳未満の者

3月1日～ 5月1日

１次　5月11日・12日 １次　6月3日

２次　6月11日～14日のうち1日 ２次　海　　7月1日
　　　空※１  7月5日

海・空飛行要員のみ
３次　（海）　  7月8日～ 12日
　　　（空※1）7月13日～ 8月1日

最終　陸　　7月26日
　　　海　　8月2日
　　　空　　8月30日

自衛官
候補生

18歳以上
33歳未満の者

年間を通じて
行っております

第９回　 平成31年1月18日
第10回　平成31年2月1日 試験時にお知らせします

※１ 航空自衛隊の３次試験、２次及び最終合格発表は変更する場合があります。
※一般幹部候補生受験資格の年齢は2020年４月１日現在です。　　※第２次試験は、第１次試験合格者のみです。
※お問い合せ 「自衛隊岐阜地方協力本部  大垣地域事務所」大垣市林町５－18光和ビル２階　℡０５８４－７３－１１５０

有 料 広 告 欄

有

料

広

告

欄

大
盛
況
！
第
　
回
め
む
ろ
収
穫
感
謝
祭

11
月
23
日（
金
）、
芽
室
町
に
て「
自
然

の
恵
み
に
感
謝
す
る
１
日
」
と
し
て
、
第

37
回
め
む
ろ
収
穫
感
謝
祭
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
寒
い
中
た
く
さ
ん
の
方
に

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

毎
年
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
揖
斐
川
町
か

ら
ご
出
店
い
た
だ
い
て
お
り
、
柿
、
里
芋
、

お
米
、
お
茶
と
い
っ
た
揖
斐
川
の
特
産
品

は
毎
年
行
列
が
出
来
る
ほ
ど
の
人
気
で

す
。
特
に
、
芽
室
町
で
は
柿
の
木
な
ど
が

あ
ま
り
な
く
馴
染
み
が
少
な
い
た
め
、
甘

く
て
お
い
し
い
揖
斐
川
の
柿
は
と
て
も
人

気
が
高
い
で
す
。
販
売
開
始
前
か
ら
並
ぶ

人
が
続
出
し
、
も
の
す
ご
い
勢
い
で
完
売

し
ま
す
！

会
場
内
の
来
場
者
へ
配
布
す
る
試
飲
用

の
温
か
い
い
び
茶
も
、
大
変
好
評
を
い
た

だ
い
て
お
り
、
揖
斐
川
町
の
出
店
ブ
ー
ス

を
毎
年
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
方
も
た
く

さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

こ
う
し
て
友
好
都
市
と
し
て
、
毎
年
交

流
で
き
る
こ
と
を
大
変
あ
り
が
た
く
感
じ

て
お
り
ま
す
。
今
後

と
も
、
お
互
い
の
良

さ
を
発
信
し
合
い
、

高
め
合
え
る
交
流
を

続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
！

だ
よ
り

芽

室

町

友
好
都
市

37

岐
阜
県
原
子
力
防
災
訓
練

複
合
災
害
も
想
定
し
た
防
災
の
取
組

清
水
小
学
校
児
童
が
尚
和
園
に

お
米
を
寄
贈
し
ま
し
た

▲お米を手渡す清水小学校５年生児童

▲スクリーニング訓練の様子
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ロビーには各地区公民館・各小中学校
PTAの活動パネルなどが展示されました。

平成30年度　揖斐川町青少年育成町民大会開催
　

青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
願
い
、
揖
斐
川
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
主
催
に
よ
る
、「
平
成
30
年
度
揖
斐
川
町
青
少
年
育
成
町

民
大
会
」
が
11
月
24
日
（
土
）
揖
斐
川
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
青
少
年
の
活
躍
の
場
と
し
て
位
置
付
け
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
そ
の
姿
を
見
て
い
た
だ
こ
う
と
毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
。
揖
斐
高
校
の
二
人
の
生
徒
に
よ
る
司
会
、
各
種
表
彰
や
、
青
少
年
育
成
推
進
活
動
経
過
報
告
、
小
学
生
県
外

派
遣
（
北
海
道
芽
室
町
・
高
知
県
宿
毛
市
）
の
報
告
、
中
学
生
英
語
弁
論
大
会
出
場
者
に
よ
る
発
表
、
揖
斐
高
等
学
校
ホ
ー
ム

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各
地
区
公
民
館
活
動
、
各
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
パ
ネ
ル
な
ど
の
展
示
、「
家

庭
の
日
」
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
展
示
、
揖
斐
高
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
り
、
訪
れ
た
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

会場の様子

揖斐高校による総合司会

揖斐高生がボランティアとして大会
運営に参加してくれました。

ラジオ体操に出席した揖斐高生による
感想発表

揖斐高ショップ

揖斐高生によるホームプロジェクト
発表

事務所前に「家庭の日」の作品を展
示しました。

更正ペンギンのホゴちゃんとサラ
ちゃん

中学校英語弁論大会出場者による発表
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各種表彰の受賞者の皆さん、
おめでとうございます。

小学生県外派遣（北海道芽室町）の
報告

小学生県外派遣（高知県宿毛市）の
報告

青少年の健全な育成を願い!!

大人が変われば　子どもも変わる

揖斐川町民が期待する青少年の姿

表彰者名簿（敬称略）

１　明るいあいさつができる青少年
２　お互いに思いやりのある心をもって人に接する青少年
３　善悪の判断ができ、忍耐力のある青少年
４　社会参加に努め、ふるさと揖斐川町を愛する青少年
５　明日への希望をもち、自立する青少年

◇平成30年度「家庭の日」啓発図画入選者表彰
【優秀賞】
　髙崎　開誠（清水小学校２年）

【入　選】
　向山　夏央（揖斐小学校１年）　向山　綿乃（揖斐小学校４年）
◇第68回社会を明るくする運動入選者表彰
　○作文の部【優秀賞】
　　長峯　壯明（揖斐小学校６年）　　須原　塡心（養基小学校６年）
　　寺井　樹里（揖斐川中学校３年）　阿蘓　　諒（谷汲中学校３年）
　○ポスターの部【優秀賞】
　　山本　倭歌（谷汲小学校６年）
　○ポスターの部【優良賞】　
　　松岡　舞子（揖斐小学校６年）
　　小川萌々子（揖斐川中学校２年）
　○標語の部【優秀賞】
　　加藤　　蓮（北方小学校５年）
　○標語の部【優良賞】　
　　小森　ゆら（北和中学校１年）　　髙橋　　成（小島小学校５年）
◇平成30年度揖斐川町ＰＴＡ連合会表彰 
　小川　文代（大和小学校校区）　　成瀬　徹一（大和小学校校区）
　中村　一郎（清水小学校校区）　　野口　武彦（清水小学校校区）
　梅村　政行（小島小学校校区）　　瀬川　　博（小島小学校校区）
　瀬川　康郎（小島小学校校区）　　増田　　肇（小島小学校校区）
　岩井　美里（揖斐川中学校校区）　國枝早余子（揖斐川中学校校区）
　青木　貴嗣（谷汲中学校校区）　　
　図書館ボランティア（谷汲小学校校区）
　谷汲踊保存会（谷汲小学校校区）
　チームおじま（揖斐川中学校校区）　
　谷汲中学校卓球部外部指導者（谷汲中学校校区）
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平成30年度　あったかい言葉　50撰
　揖斐川町青少年育成町民会議主催で、あったかい言葉を募集しました。合計2,361作品の応募があり、そ
の中で50作品を選出しました。そのうちのいくつかを紹介します。 

揖斐小学校　１年　やまぐち　はなり　さん：「きょうもありがとう」 
　まいにちわたしがねるまえに、おかあさんがおやすみのごあいさつといっしょにいってくれます。わた
しがいちにちげんきですごせてうれしいと、いつもいってくれます。
揖斐小学校　３年　小谷　たける　さん：「じいちゃんのたからもの」
　ぼくが、ほとけさまとじいちゃんに、ばあちゃんとおぶっぱんをおそなえすると、いつもばあちゃんが
ぼくに「たけるはじいちゃんのたからものだったよ。」と言ってくれます。ようじ園に行くとき、おんぶ
してくれたことをそのとき、いつも思いだします。
揖斐小学校　５年　石榑　天音　さん：「いつもごはんを作ってくれてありがとう。」
　お母さんが仕事で家にいない時、おばあちゃんはいつもごはんを作ってくれる。今はそれが当たり前に
なっているから無言で食べているけれど、たまにはおばあちゃんに、「今日のごはんも美味しい。いつも
ありがとう。」と言えるようになりたい。
大和小学校　１年　窪田　叶愛　さん：「いらっしゃい」
　わたしがばあばのいえにいったら、かならず「いらっしゃい」といって、ぎゅっとだきしめてくれるよ。
いいにおいがして、あったかいきもちになるよ。
大和小学校　４年　今村　美月　さん：「おかえり。」
　車が多い道路で、サポーターの人が行きと帰りにいつも立ってくれています。暑い日もずっと立ってい
ます。そこを通ると、「おかえり。」と元気にあいさつをしてくれます。わたしが、「ただいま。ありがと
うございます。」と言うとにっこりとわらってくれます。わたしはうれしいです。
大和小学校　６年　太田　くるみ　さん：「おかえり」
　私がいつも帰って「ただいま」と大きな声で言うと、おじいちゃん、おばあちゃん、お母さんが、笑顔
で「おかえり」と言ってくれるので、いつも笑顔で家に帰ることができるよ。いつも、その笑顔でみんな
を笑顔にさせてね。
北方小学校　３年　高橋　信陽　さん：「きょうも一日、がんばろうー。」
　ぼくのおかあさんはいつもニコニコスマイルです。朝からテンションが高く、「きょうも一日、がんば
ろうー。」が毎日のかけ声です。この言葉を聞くと、ぼくも「きょうも一日、がんばろう」という気もち
になるよ。
北方小学校　６年　𠮷田　煌太　さん：「かあちゃんのオムライスは最高」
　ぼくはかあちゃんの作ってくれるオムライスが何より大好きで、いつも「かあちゃんのオムライスは最
高」だと言います。すると、かあちゃんは、うれしそうに「また作るね」と言って笑ってくれます。また、
おいしいオムライスを作ってね。毎日でもあきないよ。
清水小学校　１年　はやみ　あいる　さん：「あいちゃんはママがぜったいにまもるからね」
　あめがたくさんふって、いえがたくさんながれていくニュースをみて、「あいちゃんはママがぜったい
まもるからね。」っていってくれてうれしかったよ。
清水小学校　６年　石原　和姫　さん：「おいしいよ！！」
　私は、料理がうまくなりたいから、よくたまご焼きの練習をします。初めて練習したときはたまご焼き
の形が上手にできなくてイライラしていると、お母さんとお姉ちゃんが、「おいしいよ！！」と言ってく
れました。とてもうれしくて、今ではきれいに作れるようになりました。
小島小学校　１年　ふじた　りょうせい　さん：「だいすき、おやすみ」
　ぼくがねるとき、おとうさんとおかあさんが、「だいすき、おやすみ。」といってくれるから、いいきぶ
んになる。「だいすき」ということばを、ぼくもかけたい。
小島小学校　３年　小林　莉緒　さん：「べつにいいじゃん！そんなにせめたらかわいそう」
　自しゅ学習の時に、まちがえてドリルにかいたら、みんなが「だめだし。」「いみ分からん。」とか。も
ういやだなあと思ったときに、「べつにいいじゃん！そんなにせめたらかわいそう。」と言ってくれた子が
いました。わたしはその子がにがてだったけど、いまはわたしの友だちの一人です。
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大
和
公
民
館

《
チ
ー
ム
対
抗　

百
人
一
首
か
る
た
大
会
》

◆
日　
　

時　
１
月
12
日（
土
）
９
時
30
分
～

◆
集
合
場
所　

大
和
公
民
館

◆
持
ち
物　

 

ご
自
宅
に
百
人
一
首
が
あ
る

方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◆
参
加
費　

無
料（
事
前
申
し
込
み
が
必
要
）

１
月
13
日（
日
）
に
、
20
歳
の
門
出
を
お
祝

い
す
る
揖
斐
川
町
成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
、
成
人
式
の
対
象
に
な
る
人
は
、
平

成
10
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
皆
さ
ん
で
す
。

■
日
時　

平
成
31
年
１
月
13
日（
日
）

　
　
　
　

開
場　

13
時
00
分

　
　
　
　

開
式　

13
時
30
分

■
場
所　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー「
は
な
も
も
」

揖
斐
川
町
で
は
、
平
成
30
年
10
月
31
日
現

在
で
町
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
人
、
ま
た
は

平
成
25
年
度
に
町
内
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
た

人
を
対
象
に
成
人
式
の
案
内
状
を
お
送
り
し

ま
し
た
。

ま
だ
案
内
状
が
届
い
て
い
な
い
人
は
お
早

め
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
平
成
30
年
10
月
31
日
以
降
に
、
揖

斐
川
町
へ
転
入
さ
れ
た
人
で
、
揖
斐
川
町
の

成
人
式
に
出
席
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に
つ
い

て
も
、お
早
め
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

社
会
教
育
文
化
課

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
４
７
１
）

有

料

広

告

欄

公
民
館
活
動

成
人
式
を
地
元
で
迎
え
ま
せ
ん
か
？

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

「
寿
ぎ
展
」
の
ご
案
内

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
新
年
に

ち
な
む
資
料
を
展
示
し
た
企
画
展
を
開
催
し

ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

■
期
間　

１
月
４
日（
金
）～
２
月
３
日（
日
）

■
会
場　

第
一
展
示
室 ▲「宮城」（河野大助）

▲「バラ扁額」（野原櫻州）

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者
等
激
励
会

　

大
会
等
に
出
場
さ
れ
る
方
の
激
励
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
22
回
全
日
本
Ｕ
18
女
子
ユ
ー
ス

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
東
海
大
会

北
和
中
学
校
３
年

　

武む

藤と
う　

綾り
ょ
う

香か

さ
ん

（
極
楽
寺
）

第
41
回
岐
阜
県
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

揖
斐
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
少
年
団

第
46
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
全
国
大
会

県
立
岐
阜
商
業
高
校
１
年

　

若わ
か

原は
ら　

志し

歩ほ

さ
ん

（
清
水
）
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き　　り　　と　　り

第 32回　IBIGAWAフリーマラソン参加申込書
氏
名

性
別 男・女 年

齢 歳 住
所電話番号

部
門 部

氏
名

性
別 男・女 年

齢 歳 住
所電話番号

部
門 部

氏
名

性
別 男・女 年

齢 歳 住
所電話番号

部
門 部

氏
名

性
別 男・女 年

齢 歳 住
所電話番号

部
門 部

私は IBIGAWA フリーマラソンの大会規則に従うとともに、大会中の事故や盗難などは、自己の責任において処理し、主催者に責任を問
わないことを誓約します。

　（小・中学生の個人申込の方は保護者の同意が必要です。）　　 保護者　氏名　　　　　　　　　　　　　　　㊞

IBIGAWAフリーマラソン第32回
誰でも自由に参加できるマラソンです。全員でゴールを目指して楽しく走りましょう！

主　　催 	 IBIGAWAフリーマラソン実行委員会【揖斐川町・揖斐川町教育委員会・揖斐川町体育協会・
	 揖斐川町スポーツ推進委員会】
後　　援 	 岐阜新聞・岐阜放送
協　　力 	 揖斐警察署
期　　日 	 平成31年2月24日（日）少雨決行
場　　所 	 健康広場ビッグランドからスタート	～	ゴール
概　　要 	 受　　付　　8時 45分から 9時 30分まで
	 受付場所　　健康広場ピロティー
	 開 会 式　　9時 30分から健康広場ビッグランド
	 スタート　　10km………10時 00分　　　3km………10時 10分
	 ※　大会中止の場合は、7時 30分に音声告知放送で連絡します。
部　　門 	 1 部……… 10km　一般男子（高校生以上 39歳以下）	 5 部……… 	 3km　一般男子（中学生以上）
	 2 部……… 10km　一般女子（高校生以上 39歳以下）	 6 部……… 	 3km　一般女子（中学生以上）
	 3 部……… 10km　一般男子（40歳以上）	 7 部……… 	 3km　小学生男子
	 4 部……… 10km　一般女子（40歳以上）	 8 部……… 	 3km　小学生女子
	 	 9 部……… 	 3km　ファミリー
参加資格 	 ① 健康に自信がある人（各自の責任において事前に健康診断を受けて参加してください）
	 ②小・中学生は保護者の同意が必要です。（スポーツ少年団、部活動単位等の団体申込を除く）
表　　彰 	 ・１～８部門は 10位まで入賞とし、上位３名を閉会式で表彰します。９部は１位のみ表彰します。
	 ・完走者には完走証をお渡しします。
	 ・3回目、5回目出場完走者には、メダルをお渡しします。（当日完走証を持参した人のみ）
申込方法 	 平成 31年１月４日（金）から受付開始となります。
	 	下記の参加申込書に必要事項を記入の上、健康広場もしくは地域交流センターへ提出してください。
	 （健康広場 : 〒501－0603 揖斐川町上南方853－49　TEL	21ー3100　FAX	23ー0086）
申込期限 	 平成31年2月15日（金）（当日申込受付も行いますが、なるべく事前申込にご協力ください）
そ　の　他 	 ① 主催者は大会中の疾病や傷病、事故について、応急処置を除き一切の責任は負いません。
	 ②大会運営に関しては、関係役員の指示に従ってください。
	 ③大会当日のお問い合せは、8時00分以降に健康広場（℡21－3100）までおたずねください。
	 ④主催者は盗難・紛失に対し、責任は負いません。
	 ⑤本大会の記録は「ぎふ清流郡市対抗駅伝競走大会」の選手選考の参考とさせていただきます。
	 ⑥ 11時20分を過ぎても走行中のランナーは交通規制の関係上、競技を中断していただく場合があります。
	 ⑦事務局より事前通知等は致しませんので、確認の際は健康広場までご連絡をお願いします。
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▲

第 32 回　IBIGAWAフリーマラソン　コースマップ
10㎞コース

３㎞コース

走 行 順 序
 ①→②→③→④→⑤→⑥→
⑦→⑧→⑨→⑩→⑪→⑫→
⑬→⑭→⑮→⑯→⑰→⑱→
⑲→⑫→⑪→⑩→⑨→④→
③→②→①

走 行 順 序
①→②→③→④→⑤→⑥→⑦→
⑧→⑨→④→③→②→①

★大会当日は駐車場が大変混雑しますので、なるべく乗り合わせてご来場ください。
★降雪・積雪等で大会中止となる場合がありますので、ご了承ください。
★	開催・中止のお問い合せは、揖斐川健康広場（Tel	21－3100）へ８時以降におた
ずねください。
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揖
斐
川

　
　
　

１
月
の
予
定

８
日（
火
）	

♥
お
話
ル
ー
ム（
お
楽
し
み
）

	

♪
1
月
生
ま
れ
の
お
誕
生
会

10
日（
木
）	　

発
育
測
定　

９
時
～
10
時
15
分
受
付
終
了

	

　
【
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
測
定
・
相
談
可
】

11
日（
金
）	

♪
さ
く
ら
ん
ぼ
交
流（
Ｈ
29
年
度
生
ま
れ
児
）

	

　
【
節
分
の
制
作
遊
び
】

15
日（
火
）	

♪
い
ち
ご
交
流（
Ｈ
28
年
度
生
ま
れ
児
）

	

　
【
節
分
の
制
作
遊
び
】

16
日（
水
）	

♪
教
え
て
ド
ク
タ
ー

17
日（
木
）	

♪
り
ん
ご
交
流（
Ｈ
27
年
度
生
ま
れ
児
）

	

　
【
節
分
の
制
作
遊
び
】

19
日（
土
）	　

第
３
土
曜
日
開
館
日(

通
常
通
り
開
館
し
て
い
ま
す
）

22
日（
火
）	

♪
働
き
た
い
マ
マ
の
た
め
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク(

電
話
予
約
可)

23
日（
水
）	

♪
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

	

　
【
3
か
月
児
～
12
か
月
児
】

24
日（
木
）	

♥
リ
コ
ー
ダ
ー
演
奏
会

25
日（
金
）	

♪
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば

	

　
【
ダ
ン
ス
で
Ｇ
０
ー
】

＊
当
日
参
加
可
能
な
行
事
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

＊
子
育
て
相
談
は
毎
日
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

＊�

行
事
の
申
込
み
は
、
前
月
の
中
頃
よ
り
実
施
日
前
日
ま
で
、
揖
斐

川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。（
電
話
予
約

不
可
）

♥
は
要
申
込
み　

♪
は
要
申
込
み
で
人
数
制
限
が
あ
り
ま
す
。

育
児
相
談
日������������������������������������

毎
週
月
曜
日�

９
時
～
16
時

発
達
支
援
事
業
所
「
い
び
が
わ
ア
ッ
プ
ル
」

　
　
　
　
　
　

������������������

月
～
金
曜
日�

８
時
30
分
～
17
時
15
分

手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
「
か
ぶ
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
」

　
　
　
　
　
　

����������������������������������

第
２
月
曜
日�

13
時
～
15
時

サ
ー
ク
ル｢

お
し
ゃ
べ
り
会
・
ク
ロ
ー
バ
ー｣

　
　
　
　
　
　

����������������������������������

第
３
土
曜
日�

10
時
～
12
時

※
詳
細
は
、℡
０
５
８
５
ー
２
３
ー
１
１
３
６
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

～育児・発達相談～

～★子育て支援センターでママ友をつくりましょう★～

＝支援センターのサークル活動
　（親さんたちの自主活動）＝
目的：情報交換や親子の友だちづくり

　支援センターでは、子育てサークルの育成や活
動支援に積極的に取り組んでいます。
　親さんがサークル活動をしている間はお子さん
の託児を行います。

　定期的に集まってハンドベルの演
奏会をする仲間たち、12月子育てセ
ンタークリスマス会で披露していた
だきました。

　親子で制作活動を楽しんだ後、ハロウィーンパーティー
を楽しみました。企画運営はすべてお母さん達でした。

（利用者さんの声）
　サークル仲間が、共感してくれる、同じ立場の「ママ友」と
話すのってこんなに楽しいものだ！最初は初めましての人ばか
りだったのに、「同じくらいの子を育てている母親同士」とい
うだけで『つながり』が出来るのを感じます。
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出
前
保
育

●
「
太
陽
っ
こ
ま
つ
り　

～
収
穫
祭
～
」

～
か
す
が
幼
児
園
～

　

か
す
が
幼
児
園
で
は
、
毎
年
、
収
穫
を
祝
っ

て
「
太
陽
っ
こ
ま
つ
り
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
11
月
６
日
に
保
護
者
の
方
々
、
地
域
の

お
年
寄
り
を
お
招
き
し
、
手
作
り
お
や
つ
ク
ッ

キ
ン
グ
の
ほ
か
に
、
園
の
畑
に
植
え
た
サ
ツ
マ

イ
モ
の
収
穫
も
み
ん
な
で
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
揖
斐
川
町
保
育
研
究
会
で
は
「
楽

し
く
食
べ
て
身
体
と
こ
こ
ろ
を
育
て
る
～
げ
ん

き
い
っ
ぱ
い
・
え
が
お
い
っ
ぱ
い
・〝
お
い
し
い

ね
〟
が
い
っ
ぱ
い
～
」
を
研
究
主
題
と
し
、
食

育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
園
で

取
り
組
む
内
容
は
異
な
り
ま
す
が
、
か
す
が
幼

児
園
で
は
、「
地
域
と
の
関
わ
り
の
中
で
の
食
育
」

を
テ
ー
マ
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
６
月
に
園
児
が

苗
を
植
え
、
地
域
の
お
年
寄
り
や
祖
父
母
の
方

と
一
緒
に
マ
ル
チ
を
か
け
、
育
て
た
も
の
で
す
。

手
伝
っ
て
頂
い
た
お
か
げ
で
今
年
は
と
て
も
大

き
な
サ
ツ
マ
イ
モ
が
育
ち
ま
し
た
。
地
域
の
方

か
ら
、
サ
ツ
マ
イ
モ
だ
け
で
は
な
く
、
ジ
ク
の

食
べ
方
も
教
え
て
い
た
だ
き
、
お
母
さ
ん
た
ち

に
家
庭
で
調
理
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
後
日
、

子
ど
も
た
ち
に
感
想
を
聞
く

と
「
甘
く
て
お
い
し
か
っ
た

よ
！
」「
ジ
ク
は
や
わ
ら
か
く

て
お
い
し
か
っ
た
よ
！
」
と
、

「
お
い
し
い
！
」
と
い
う
言
葉

を
た
く
さ
ん
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
一
緒
に
収
穫
を

喜
ぶ
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

思
い
出
に
残
る
太
陽
っ
こ
ま

つ
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
方
と

の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
、

郷
土
の
良
さ
を
感
じ
る
機
会

を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

日 曜 実　施　場　所　・　内　容

9 水
　　�出前保育：養基保育園（園児とふれ合いあそび）

　　�町立幼児園：なかよしタイム（園庭などを開放しています）

16 水 ★♪�揖斐幼稚園開放日　幼稚園へ要申込み　℡22-6008

23 水
　　�出前保育：きよみず幼児園（園児とふれ合いあそび）

　　�町立幼児園：なかよしタイム（園庭などを開放しています）

◇�幼児園への出前保育は、当地区在住者のみ参加可能です。
◇�★印は、どの地域の方も利用できます。♪は要申込みです。
◇�居住地域外のなかよしタイム参加希望者は当園へお問い合せください。
◇�開設時間　　　9時30分～11時 30分
◇�ホームページ　揖斐川町（幼児園含）� http://www�town�ibigawa�gifu�jp/
�　　　　　　　　揖斐幼稚園� http://www�ibi-youchien�ed�jp/

1月の地域子育て支援　未就園児親子の皆さんを待っています

～
地
域
で
相
談
と

遊
び
の
場
を
設
置
～

☆ 子育て支援センターは、子ども（０～ 18 歳未満）のあらゆる相談窓口です。
☆ いびがわアップルは、子どもの発達相談窓口です。
　　　　 子育て支援センター・いびがわアップル　℡（0585）23 ー 1136
＊一人で悩んでいないで気軽にご相談ください。

一方的に教え込まれる知識より、子ども達が
主体的・対話的に探究する方が深い学びにつな
がります。幼児期に非認知スキルを養うことの
大切さは国際的に認められています。
知識や技能を身に着ける、「させる保育」か
ら知識や技能をどう使うか、子どもが主体的に
考え活動する体験が大切です。
子どもがやりたいと思うことや、興味をもっ
たことに子どもなりの力で頑張る姿、子どもの
気づきや発見に共感し、自己肯定感を高める関
わりを大切にしましょう。

自尊心・共同性・自己抑制・忍
耐力・思いやりのスキルを育て
ましょう

未
満
児
さ
ん
と
ふ
れ
合
い
遊
び
を
楽

し
み
ま
し
た
。

【
10
月
24
日　

や
ま
と
・
き
た
が
た
幼
児
園
】

未
満
児
さ
ん
と
ふ
れ
合
い
遊
び
を
楽

し
み
ま
し
た
。

【
11
月
14
日　

お
じ
ま
幼
児
園
】

非認知的スキルの重要性

揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
館
日

　
月
曜
日
～
金
曜
日

　

　
第
３
土
曜
日

※
休
館
日
　
土
・
日
曜
日
　
祝
日

「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信
ピ
ッ
コ
ロ
」を

毎
月
発
行
し
て
い
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
幼
児
園
・
図
書
館
・
公
民
館
・
保

健
セ
ン
タ
ー
・
役
場
・
振
興
事
務
所
・
町
内
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
な
ど
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
揖
斐
川
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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公民館 部屋 日程  開催日
◆受　付
　９時30分～
◆運　動
　10時～ 11時30分

◆持ち物
　運動のできる服装、上靴、水分、タオル、
　教室のファイル（お持ちの方）

揖斐 １階　和　室 第２火曜日 1月 ８日
小島 １階　集会室 第４火曜日 1月22日
大和 ２階　集会室 第１火曜日 お休み
北方 １階　集会室 第３火曜日 1月15日
清水 １階　集会室 第４木曜日 1月24日
𦙾永 １階　ホール 第２木曜日 1月10日
坂内 高齢者住宅はなもも 第２・４水曜日 1月9日、23日

認知症カフェ・失語症カフェ

お茶をしながらの交流や、認知症や失語症に関わる専門家と情報交換、相談をすることもできます。

～誰でも参加できる
　憩いの場に行ってみよう～

1月

名　前 会　場 開催日時

失語症カフェ（※脳の損傷による言語障害の一つ）
JAいび川　清流の里

（揖斐川町三輪中新田2439-1）

２月17日
13時30分～ 15時

ふらっとカフェ　℡ 21－3666 １月18日
13時30分～ 15時

喫茶しずやま　℡ 21－3511 グループホーム揖斐川げんき村
（揖斐川町志津山谷378）

１月16日
10時～ 11時30分
13時30分～ 15時

喫茶　Chidori（チドリ）　℡ 22－5511 特別養護老人ホームかりやど
（揖斐川町黒田419-3）

１月23日
14時～ 16時

カフェスマイルデイズ　℡ 22－0122 メディカルケアセンターＩＢ
（揖斐川町長良657-1）

１月23日
13時～ 16時

申込不要！
参加無料！

1月のおたっしゃ教室　 健幸ポイント対象事業です♪

　“みんなのカフェ”としてオープ
ンしています。「来て良かった～」
と思って頂けるように努力中です。
皆さん一度来てみてください。美味
しい手作りおやつを食べたり、楽し
く笑いましょう。

　お茶をしながらだ
と、ゆっくり話せて
時間が過ぎるのが早
いわ～（＾＾）

　カフェごとに目
印も違うよ！実物
を見に来てね♪
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岐阜県が実施する無料風しん抗体検査の
対象者が拡大しました

　妊婦、とくに妊娠初期の女性が「風しん」にかかると、生まれてくる赤ちゃんが、目、耳、心臓などに病気を持
つ「先天性風しん症候群」という病気にかかることがあります。妊娠を希望する女性、十分な免疫を持ってい
ない妊婦と同居する方のほか、平成30年12月からは風しん抗体保有率が低い年代である、30歳以上60
歳未満の男性も対象となりました。風しん抗体検査を受けることをご検討ください。
　　拡大された対象者　県内に住所を有する30歳以上60歳未満の男性
	 ただし、以下のいずれかに該当する方は除く。
	 　①今までに風しんにかかったことがある方
	 　②風しんワクチンを接種したことがある方
	 　③現在の無料風しん抗体検査の対象となる方
　　　　　受付期間　　平成30年12月1日～平成31年３月31日
　　　　　実施場所　　県内（岐阜市を除く）の風しん抗体委託検査協力医療機関
　　　　　　　　　　　（岐阜県のホームページをご覧ください）
　　　　　検査方法　　採血して検査（HI法）を行います。
　　　　　検査費用　　無料
　○検査の結果「抗体価が低い」ことがわかった場合には、風しんワクチン接種を受けることをお勧めします。
　【お問い合せ】　岐阜県健康福祉部保健医療課　℡058-272-8860

　健康寿命の延伸を目指して、住民の皆さんの健康づくりに関する取り組みを推進することを目的とし、
　平成 30年 5月から開始した事業です。
　☆ポイントが貯まりやすい事業を一部ご紹介
　・がん検診（子宮・乳房）各５ポイント
　・歯周疾患検診　10ポイント
　・健康にこにこ運動　1ポイント× 1チャレンジ（最大５ポイント）
　・おたっしゃ教室　１ポイント×参加回数
　・健康広場トレーニングルーム、町営テニスコート、揖斐川町パターゴルフ場　各 1ポイント×利用回数
　　他にも対象事業はあります。詳細は健幸ポイントチラシやホームページをご覧ください。
　☆いびがわ健幸ポイント　抽選景品一覧
　　外れても応募者全員に町の検診で使える 500 円クーポン券をプレゼント！

貯めてますか？いびがわ健幸ポイント

お問い合せ　揖斐川保健センター　℡�23-1511

○加熱水蒸気オーブン
　……………… １名様

○ノルディック
　ウォーキング用ポール
　……………… ５名様

コンパクトサイズで手軽に使える
18L タイプ

○バランスディスク
　……………… ４名様

○体組成計……３名様
※写真画像はイメージです

○揖斐川健康広場
　トレーニングルーム利用券
　…………………… 10名様

平成31年3月31日までに
ポイントを貯めよう♪
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お問い合せ　　揖斐川図書館  ℡ 22－0219　　谷汲図書館  ℡ 56－3733　　坂内図書館  ℡ 53－3860

図
書
の
寄
贈

揖
斐
川
町
商
工
会
女
性
部
様
よ
り
、
絵
本

22
冊
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

商
工
会
女
性
部
様
は
、
揖
斐
川
町
の
子
ど

も
た
ち
の
育
成
に
役
立
ち
た
い
と
、
日
頃
の

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
で
得
た
収
益
金
で
平
成
28

年
か
ら
、
毎
年
絵
本
を
購
入
し
、
寄
贈
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
芳
志
に
添
い
、
多
く
の
子
ど
も

た
ち
の
利
用
に
努
め
ま
す
。

※ 

寄
贈
図
書
は
、
揖
斐
川
図
書
館
児
童
書

コ
ー
ナ
ー
内
の「
に
こ
に
こ
文
庫
」
コ
ー

ナ
ー
に
あ
り
ま
す
。

新
刊
案
内

揖
斐
川
図
書
館

一
般
書

・
フ
ー
ガ
は
ユ
ー
ガ 

伊
坂
幸
太
郎

・
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト
美
術
館 

太
田　

忠
司

・
こ
ち
ら
横
浜
市
港
湾
局
み
な
と
振
興
課
で
す

 
真
保　

裕
一

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

成
人
講
座

　「
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
を
作
ろ
う
」

バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
向
け
て
、
可
愛
ら
し
い

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

時　

２
月
３
日（
日
）
10
時
30
分
か
ら

場　

所　

揖
斐
川
図
書
館　

研
修
室

対　

象　

一
般

定　

員　

10
人（
先
着
順
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

講　

師　

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｔ 

Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｙ

　
　
　
　

 

矢
野　

若
奈　

さ
ん

※ 

申
込
み
は
、
揖
斐
川
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー

で
お
願
い
し
ま
す
。

お
は
な
し
会

１
月
の
休
館
日 

谷
汲
・
坂
内
図
書
館

・
15
日（
火
）

３
館
共
通

・
毎
週
月
曜
日

※ 

年
末
年
始
の
休
館
日
は
、
左
記
の
カ
レ
ン

ダ
ー
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

年末年始の図書館カレンダー
月 火 水 木 金 土 日

12/24 12/25 12/26 12/27 12/28 12/29 12/30

休館 開館 開館 休館

月 火 水 木 金 土 日

12/31 1/1 1/2 1/3 1/4 1/5 1/6

休館 開館 開館

新
年
あ
け
ま
し
て

　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
役
に
立
つ
図

書
館
と
な
る
よ
う
職
員
一
同
一
層
の
努

力
を
致
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

揖
斐
川
図
書
館

　
　
　
　
　
　
お
は
な
し
の
へ
や

日
時　

１
月
12
日（
土
）

　
　
　

10
時
30
分
～

「
じ
ど
う
し
ゃ
」

ペ
ー
プ
サ
ー
ト

大
型
絵
本「
お
め
ん
で
す
」

「
お
と
ぎ
の
里
」
開
催
し
ま
し
た 

12
月
８
日
、
お
は

な
し
の
会
「
ま
ど
」

に
よ
る
年
に
一
度
の

特
別
な
お
は
な
し
会

が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

児
童
書

・
つ
っ
き
ー
と
カ
ー
コ
の
け
ん
か　

お
く
は
ら　

ゆ
め

・
ア
ー
サ
ー
王
の
世
界　
４

 

斉
藤　
　

洋

・
ぼ
く
の
た
び 

み
や
こ
し　

あ
き
こ

谷
汲
図
書
館

一
般
書

・
Ｄ
ｒ
．
コ
パ
の
１
分
風
水

小
林　

祥
晃

・
ヘ
ッ
ポ
コ
征
夷
大
将
軍　
　

 

長
谷
川
ヨ
シ
テ
ル

・
家
で
死
ん
で
も
い
い
ん
だ
よ川

上　

嘉
明

・
カ
ジ
ュ
ア
ル
英
語
ト
ー
ク

島
崎　

秀
定

・
あ
や
し
い
催
眠
商
法
だ
ま
し
の
全
手
口

ロ
バ
ー
ト
・
熊

・
一
筆
画
で
描
く
小
さ
な
花
の
四
季

水
野　

彩
月

・
デ
ル
タ 

杉
山　

隆
男

児
童
書

・
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
の
マ
ナ
ー
と
ル
ー
ル

さ
く
ら
も
も
こ

・
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
の
整
理
整
と
ん

さ
く
ら
も
も
こ

・
へ
ん
て
こ
り
ん
な
宇
宙
図
鑑岩

谷　

圭
介

・
う
み
の
ご
ち
そ
う
し
ろ
く
ま柴

田
ケ
イ
コ

・
カ
ど
こ
い
っ
た
？ 

鈴
木
の
り
た
け

▲にこにこ文庫に新しい
　本が加わりました。
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町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

① 

緑
ヶ
丘
住
宅　
２
戸

・
住　

所　
　

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６

・
建
設
年
度　

昭
和
60
年
度

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　
　

１
台

・
家　

賃　
　

１
６
，
２
０
０
円
～

・
そ
の
他　
　

浴
槽
、
風
呂
が
ま
は
入
居

者
の
持
ち
込
み
に
な
り
ま

す
。

② 

𦙾
永
駅
前
住
宅　
1
戸

・
住　

所　
　
揖
斐
川
町
𦙾
永
６
４
２
の
１

・
建
設
年
度　

平
成
24
年
度

・
耐
火
構
造
５
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　
　

２
台

・
家　

賃　
　

２
６
，
６
０
０
円
～

■
敷
金　
家
賃
の
３
か
月
分

■
入
居
条
件

・
現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族（
婚
約
者
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

・
市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る

納
付
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
家
賃
の
他
に
共
益
費（
下
水
の
使
用

料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）、
敷

金
が
必
要
で
す
。

・
所
得
条
件
あ
り
。

※
詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　

1
月
4
日（
金
）
～
１
月
15
日（
火
）

※
土
日
祝
日
を
除
く

■
入
居
予
定
日

平
成
31
年
２
月
下
旬
を
予
定

③ 

島・さ
つ
き（
北
方
）住
宅
お
よ
び
、谷
汲・

春
日
・
久
瀬
・
藤
橋
・
坂
内
地
域
内
の

各
町
営
住
宅
は
、
随
時
募
集
を
し
て
い

ま
す
。

※
詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課　

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
３
１
６
）

 

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

◇
作
業
時
間
に
ご
理
解
く
だ
さ
い

除
雪
作
業
は
、
路
線
ご
と
に
決
め
ら
れ
た

積
雪
量
を
超
え
た
場
合
、
作
業
を
開
始
し
ま

す
。朝

は
通
勤
、
通
学
前
に
作
業
が
終
了
す
る

よ
う
に
行
い
ま
す
が
、
地
域
や
路
線
、
降
雪

状
況
に
よ
っ
て
は
一
日
中
か
か
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
一
時
通
行
止
め
な
ど
の
規

制
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◇
路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

  

路
上
で
の
駐
停
車
は
除
雪
作
業
の
妨
げ
に

な
り
ま
す
。
決
め
ら
れ
た
場
所
に
駐
停
車
し

ま
し
ょ
う
。

◇
作
業
中
の
除
雪
車
は
危
険
！

除
雪
作
業
中
は
危
険
で
す
の
で
、
絶
対
に

除
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

  

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課　

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
３
１
３
）

  

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
お
知
ら
せ

■
お
仕
事
の
受
付

自
分
で
は
無
理
だ
が
、
プ
ロ
に
頼
む
ま
で

も
な
い
仕
事
な
ど
、
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
ま
ず
は
電
話
に
て
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
お
見
積
り
は
無
料
で
す
。

派
遣
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
短
期

間
・
短
時
間
だ
け
人
手
が
ほ
し
い
と
い
う
事

業
主
様
も
、
是
非
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
仕
事
例
）

＊
草
刈
り
・
草
取
り　

＊
襖
・
障
子
張
り

＊
網
戸
の
張
替　

＊
資
源
ゴ
ミ
等
の
分
別

＊
病
院
等
の
付
き
添
い

＊
家
事
援
助（
洗
濯
、
部
屋
の
掃
除
、
風
呂

掃
除
、
窓
拭
き
、
食
事
作
り
、
買
い
物
、

片
付
け
等
）

＊
昔
の
ビ
デ
オ
や
８
ミ
リ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化　

＊
軽
作
業　

＊
社
内
清
掃　

そ
の
他
の
仕
事
も
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
会
員
募
集

セ
ン
タ
ー
は
、
気
軽
に
利
用
で
き
る
こ
と

か
ら
仕
事
の
依
頼
は
増
え
て
お
り
ま
す
が
、

現
在
の
会
員
だ
け
で
は
対
応
が
困
難
な
場
合

も
あ
り
ま
す
。

次
の
条
件
を
満
た
す
方
は
入
会
で
き
ま
す

の
で
、
多
く
の
方
の
ご
入
会
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

・
町
内
に
お
住
ま
い
の
60
歳
以
上
で
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
方
。

・
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
説
明
会
を
受
け
、

そ
の
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
け
る
方
。

・
所
定
の
入
会
申
込
書
を
提
出
し
、
会
費
を

納
入
さ
れ
た
方
。

２
月
下
旬
か
ら
平
成
31
年
度
事
業
お
よ
び

び
入
会
説
明
会
を
町
内
各
地
区
で
実
施
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
来
月
の
広
報
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
‒
０
９
０
７（
８
時
30
分
～
17
時
）

平成31年「はたちの献血」キャンペーン

「 始めよう献血　君の勇気が命を救う 」
献血者が減少しがちな冬期において安全な血液製剤を安定的に確保するため、新たに成人式を迎える「はた
ち」の若者を中心として広く国民各層に献血に関する理解と協力を求めるとともに、特に成分献血、400ｍL
献血の継続な推進を図ることを目的とした「はたちの献血」キャンペーンが実施されます。
血液製剤には有効期限があるため、輸血用血液は年間を通じて安定的に確保することが大切です。また、少
子高齢化が進んだことにより若年者数の献血数が減少傾向にあります。今後輸血を必要とする方々を支えて
いくために、若年層はもとより各年層で支えあっていくことが今後ますます大切になっていきます。

期間 　平成31年１月１日（火）から２月28日（木）までの２か月間
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◇
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
へ

・
公
益
財
団
法
人 

田
口
福
寿
会 

様
か
ら

　
 

４
０
０
万
円

　
　
　

・
西
濃
建
設
㈱ 

代
表
取
締
役
会
長　

　

宗
宮　

正
和 

様
か
ら 

３
０
０
万
円

　
　
　

寿
長
ご

さ
ん

11
月
の

野
の

口
ぐち

　登
と

美
み

子
こ

 さん
95歳（𦙾永）

藤
ふじ

原
はら

　まつ さん
95歳（春日小宮神）

山
やま

田
だ

　かず子
こ

 さん
95歳（三輪）

髙
たか

松
まつ

　みさを さん
95歳（小島）

こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を

受
け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

・
ア
ピ
㈱ 

代
表
取
締
役

　

野
々
垣　

孝
彦 

様
か
ら 

２
０
０
万
円

　
　
　

・
セ
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
い
び
が
わ 

様
か
ら

 

１
０
０
万
円

　
　
　

イ
ビ
デ
ン
㈱ 

様
か
ら 

３
０
０
万
円

㈱
大
垣
共
立
銀
行 

様
か
ら 

２
０
０
万
円

㈲
揖
斐
川
清
掃 

様
か
ら 

１
０
０
万
円

大
垣
西
濃
信
用
金
庫 

様
か
ら 

１
０
０
万
円

末
永
電
気
㈱ 

様
か
ら 

50
万
円

Ｊ
Ａ
い
び
川 
様
か
ら 

50
万
円
と
お
米
４
俵
、

お
に
ぎ
り
９
０
０
０
個
な
ど
、
町
内
外
の

１
２
７
社
の
皆
さ
ま
か
ら
、い
び
が
わ
マ
ラ
ソ

ン
へ
多
く
の
協
賛
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
揖
斐
川
図
書
館
へ

11
月
19
日（
月
）、
揖
斐
川
町
商
工
会
女
性

部
様
か
ら
バ
ザ
ー
の
収
益
金
の
一
部
を
児
童

図
書
と
し
て
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
 

「
部
分
日
食
を
見
る
会
」

平
成
31
年
１
月
６
日（
日
）
に
、
日
本
全

国
で
部
分
日
食
が
起
こ
り
ま
す
。

揖
斐
川
町
で
は
太
陽
の
４
分
の
１
程
が
欠

け
ま
す
。
昼
間
に
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
天

文
現
象
で
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

企
画
①　

太
陽
を
ス
マ
ホ
で
写
そ
う

企
画
②　

専
用
め
が
ね
で
太
陽
を
見
よ
う

※
注
意　

太
陽
が
欠
け
て
い
て
も
、
専
用

フ
ィ
ル
タ
ー
を
使
用
し
た
機
材
を
お

使
い
く
だ
さ
い
。
直
接
、
目
で
見
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

■
開
催
日
　
１
月
６
日（
日
）

 

９
時
～
11
時
頃

※
曇
雨
天
時
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

■
場
　
所　
揖
斐
川
町
役
場　

東
側
駐
車
場

■
参
加
費　
無
料

【
お
問
い
合
せ
】

水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
事
務
所　

℡
５
２
‒
０
１
６
６
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地　区 氏 　 名 年齢

北 方 １ 区 高 橋 弘 子 74

北 方 ３ 区 小 谷 静 男 86

北 方 ３ 区 河　瀬　たづ子 91

北 方 ６ 区 河　瀬　美枝子 92

南 方 成 瀬 武 男 86

房 島 ５ 区 遠　藤　かよ子 90

下 新 町 峯 松 直 義 97

志 津 山 廣 瀬 　 実 69

清 水 瀧 瀬 常 彦 64

溝 口 藤 原 康 明 74

上 野 立 川 藤 枝 91

白 樫 瀬　川　あ ゑ 92

市 場 野　𠩤　さよ子 89

大 門 藤　原　とみゑ 89

谷 汲 大 洞 竹 中 髙 枝 94

谷 汲 大 洞 竹 中 利 義 90

谷 汲 長 瀬 西 田 か よ 94

春 日 中 山 四 井 新 平 92

春 日 美 束 藤　原　美津子 81

人口（対前月比） 男 女 世帯数（対前月比）

合　　 計 21,319（�－ 22）10,245 11,074 8,015（� 7）

揖斐川地域 15,948（� － 9） 7,697� 8,251� 5,729�（� 10）

谷汲地域 2,963（� － 8） 1,414� 1,549� 1,093�（� － 1）

春日地域 932（� － 4） 453� 479� 461�（� － 2）

久瀬地域 883（� 0） 405� 478� 384�（� 0）

藤橋地域 229（� － 3） 115� 114� 145�（� － 1）

坂内地域 364（� 2） 161� 203� 203�（� 1）

出生 6人 /死亡 33人 /転入等 42人 /転出等 37人
〈平成 30年 12月 1日現在〉

地　区 赤 ち ゃ ん お父さん お母さん

清 水 中
なか

尾
お
壽
い
吹
ぶき

樹 菜々保
清 水 筒

つつ
浦
うら

吟
ぎん

太
た

靖 志 美 加
上 野 今

いま
西
にし

杏
あ
実
み

隼 瞳

夫 妻

髙 橋 克 礼 （北方２区） 安　部　真理恵 （羽島郡岐南町）

増 田 亮 介（ 小 谷 ） 江 口 真 衣（山県市）

窪 田 好 孝（ 和 田 ） 尚 　 洪 嬌（大野町）

平 井 大 介（谷汲名礼） 森 　 紋 可 （愛知県犬山市）

杉 山 　 拓 （谷汲長瀬） 長　野　めぐみ （愛知県大口町）

平成30年11月届出分

12月25日（火）	固定資産税	3期分
	 国民健康保険税	8期分
	 後期高齢者医療保険料	6期分
  1月31日（木）	町（県）民税	4期分
	 国民健康保険税	9期分
	 後期高齢者医療保険料	7期分

納め忘れのないように早めに納めましょう。
また、口座振替で納付されている方は、納期限前日までに
預貯金残額の確認と入金をお願いします。

※町税などの納付は安全で便利な口座振替で
※コンビニでも納付できます
※家屋を取り壊したら届出をお忘れなく

13日（日）  消防出初式
	 成人式

納期限のお知らせ

婚姻　幾久しくお幸せに Marriage Okuyami死亡　おくやみ申し上げます

出生　お誕生おめでとう Birth

Population人口

1月の主な行事


